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地
目
変
換
、
家
屋
て
は
改
築
や
損
壊
な

と
か
な
ト
場
合
は
、
こ
れ
か
ら
三
年
間

価
倍
か
据
置
か
れ
ま
す
の
で
、
所
有
す

下表日程に
ますので、訴
きい 未登翁
料金は、注
この期間ヰ
個人あてで迫
田から個人通
ま す 。(今後 I~
ご了承くださ
とき.4 
ところ・わ

また、期間
を受けなかっ
16日(日)の聞に
します。たた
5 tl 水)6日
問料1000同カ
つれていった
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犬が死んた
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昭和27年12月22日第3種郵便物認可・毎月 1日・16日発行・定価1部3問

もフ広報

3月20日春分の日に市民会館で行われた上田真田歌舞伎。赤穂;良士の討入を題材

にした仮名手本忠臣蔵程圏一力茶屋の舞台。

大正時代から続く地芝居も後継者のいない悩 み が深刻のようだ。

市民の動き (3月1日現在)

出生以下は 2月中の数字

106.880 ( + 118) 
51.893 (+ 66) 
54.987 (+ 52) 
30.755 (+ 38) 
117 (- 6) 
82 (+ 23) 
51 (+ 8) 
6 (+ 1) 

( )内は前月比

人口総数

男

女
世帯数

出生
死亡
婚姻
離 婚

主 な内容
各種証明、 閲覧など手数料 を改訂 1
各施設の使用料を改訂 J.…………..2・3面
交通災害共済の見舞金を増額・一一-…一-一一.............4面
千曲川市民公園運動場許可が必要に・・・・ー・・・・・一一......4面
住宅火災が多発、春の火災予防運動4月10日から・…一 5面
春の交通安全運動実施…ー・........一一一...一………一....6面
街を山を緑でつつもう 。緑のまつり開催一..一・・・…・ー 7面
国民年金保険料ヵ、改訂ー・ー・・一一....…一....一一一-一一・… 7面
むだをなくし物を生かす市民運動特集....一一.10・11面
青少年の不良化防止は家族の温かい心で一・…ー…・ 12面



(2)ーt: えつ広報ー第3種郵便物認可
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住民票

印鑑証明など100円に

各種証明・閲覧など

手数料を改訂
<4月工日から〉

四
月
一
日
か
ら
、
各
種
証
明
、

閲
覧

な
ど
の
手
数
料
が
左
表
の
と
お
り
改
訂

さ
れ
ま
し
た
。

印
鑑
登
録
は
、
昨
年
七
月
か
ら
印
鑑

登
録
証
制
度
(
手
帳
型
式
)
に
変
り
、

そ
の
正
確
さ
と
、
迅
速
さ
を
図
っ
て
い

ま
す
。
登
録
替
を
済
ま
せ
て
い
な
い
人

は
、
印
鑑
と
自
分
を
証
明
す
る
も
の
(
運

転
免
許
証
な
ど
官
公
署
発
行
の
写
真
入

り
証
明
書
)
を
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
証
明
す
る
も
の
が
な
い
人
は
、

印
鑑
登
録
が
済
ん
だ
人
の
証
明
(
保
証

人
)
が
必
要
で
す
。
く
わ
し
く
は
、
市

役
所
一
階
市
民
課
の
窓
口
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
印
鑑
登
録
証
の
手
帳
は
、
あ

な
た
の
実
印
と
同
じ
で
す
。
紛
失
し
な

い
よ
う
、
大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

道
路
証
明
は
、
家
屋
を
新
築
す
る
と

き
や
市
道
沿
い
の
境
界
を
は
っ
き
り
さ

せ
る
と
き
な
ど
に
必
要
で
す
。
こ
の
証

明
は
、
申
し
込
み
が
多
く
、
す
ぐ
調
査

し
、
証
明
す
る
こ
と
が
む
ず
か
し
い
の

で
、
早
目
に
市
役
所
二
階
管
理
課
窓
口

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

滞
納
者
へ
の

督
促
手
数
料
日
円
徴
収

五
月
一
日
か
ら
、
市
税
な
ど
の
督
促

状
を
送
付
す
る
と
き
は
、
一
通
に

つ
き

五
十
円
の
督
促
手
数
料
を
徴
収
し
ま
す
。

各
施
設
の使
用
料
を
改
訂

四
月
一
日
か
ら、

市
の
各
施
設
の
使

種 類 l件当り の手数料

土地、建物の登記に関する証明

資産に関する証明
100円

所得に関する証明

納税に関する証明

印鑑登録証明 100円

印鑑登録証再交付 200円

住民票、付票の証明

身 分 証 明 100円

外国人登録済証明

住民票、 付票 ) 
100円

公簿書類、土地図面 の閲覧

道 路 証 明 300円

寄付募集の許可 100円

原付自転車識の交臨付時18B~ 日以内 150円

運行許可標 8日以上l年以内 1，500円

その他諸証明

改訂された主な手数料表ど
を
徴
収
す
る
場
合
は
、
使
用
料
の

三
割
加
算。

ま
た
、
夜
間
大
ホ

l
ル
を
ス
ポ
ー
ツ

荘
前
広
場
で
、
電
気
を
使
用
す
る
場
合

は
、
コ
ン
セ
ン
ト
一
個
一
回
五
十
円
と

し
ま
し
た
。

用
料
が
、
次
の
よ
う
に
改
訂
さ
れ
ま
し

た

体

育

施

設

〈
野
球
場
〉

専
用
で
本
塁
側
と
外
野
側
で
試
合
を

す
る
な
ど
、
同
時
に
二
試
合
以
上
行
う

場
合
は
、
使
用
料
の
五
割
増
し
に
な
り

ま
し
た
。
(
使
用
料
は
別
表
①
)

染
屋
の
県
営
野
球
場
は
県
の
使
用
料

に
よ
り
ま
す
。

〈
水
泳
場
v

水
泳
プ
ー
ル
は
、
自
由
使
用
が
一
般

五
十
円
、
中
学
生
以
下
三
十
円
に
な
り

宇
品

1
レ
れ
~
。

交
替
は
、

一
回
目
午
前
八
時
三
十
分

お
問
合
せ
く
だ
さ
い

道
路
占
用
料
も

か
ら
正
午
、
二
回
目
午
後
O
時
三
十
分

か
ら
午
後
三
時
、
三
回
目
午
後
三
時
三

十
分
か
ら
午
後
五
時
の
三
国
交
替
で
す
内

(
使
用
料
別
表
①
)

〈
市
民
体
育
館
〉

現
行
ど
お
り
で
改
訂
し
ま
せ
ん
。

〈
庭
球
場
〉

名
称
を
公
園
内
の
庭
球
場
を
東
庭
球

場
、
市
民
体
育
館
前
を
西
庭
球
場
に
変

更
し
ま
し
た
。
(
使
用
料
別
表
①
)

〈
そ
の
他
の
施
設
〉

使
用
料
は
別
表
①
の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、
体
育
施
設
を
上
田
市
民
以
外
の

者
が
専
用
す
る
場
合
は
、
使
用
料
の
三

割
増
し
と
し
ま
す
。

〈
お
問
合
せ
〉

上
田
市
教
育
委
員
会
体
育
課
施
設
管

理
事
務
所

(
E
3八
六
九
九
)

市
民
会
館

勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

市
民
会
館
の
芝
庭
園
も

有
料
開
放

市
民
会
館
、
上
回
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
の
使
用
料
は
別
表
②
の
と
お
り
で
す

が
割
増
料
金
は
会
館
、
セ
ン
タ
ー
と
も
、

①
営
利
を
目
的
と
し
て
使
用
す
る
場
合

は
、
使
用
料
の
五
割
加
算

②
営
利
を
目
的
と
し
な
い
が
入
場
料
な

ど
を
徴
収
す
る
場
合
は
、
三
割
加
算

〈
そ
の
他
〉

両
会
館
、
セ
ン
タ
ー
と
も
、
申
し
込

み
は
、
六
ヶ
月
前
か
ら
受
付
し
て
い
ま

す
の
で
、
利
用
さ
れ
る
方
は
早
自
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

〈
お
問
合
せ
〉

市
民
会
館
(
宮
@
O
七
六
二
)

上
回
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
(
宮
@

七
三
六
三
)

勤
労
青
少
年
ホ

l
ム

一
般
に
も
有
料
開
放

県
営
か
ら
市
営
に

県
営
の
勤
労
青
少
年
ホ

l
ム
が
上
回

市
に
移
管
さ
れ
、
四
月
一
日
か
ら
市
で

運
営
す
る
こ
と
に
な
り
、
一
般
の
皆

さ
ん
も
、
有
料
で
利
用
で
き
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。
(
使
用
料
別
表
③
)

利
用
を
希
望
す
る
人
は
、
直
接
青
少

年
ホ

l
ム
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

(
宮
@
七
一
一
七
)

青
少
年
ホ

l
ム
は
、
働
く
芳
少
年
の

福
祉
増
進
と
健
全
な
育
成
の
た
め
の
施

設
で
す
の
で
、
勤
労
青
少
年
の
活
動
に

差
し
っ
か
え
な
い
範
囲
で
、
一
般
の
皆

さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

相

染

閣

一
般
休
養
の
場
合
は
、
入
場
の
と
き

一
般
百
八
十
円
、
中
学
生
百
円
(
そ
れ

ぞ
れ
入
湯
税
含
む
)
小
学
生
七
十
円
売

払
っ
て
、
二
階
ホ

l
ル
と
風
呂
が
利
用

で
き
ま
す
。
専
用
室
を
利
用
す
る
と
き

は
別
表
④
の
使
用
料
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

〈
割
増
料
金
〉

①
営
利
を
目
的
と
し
て
使
用
す
る
場
合

は
、
使
用
料
の
五
割
加
算
“

②
営
利
を

g
的
と
し
な
い
で
入



①
営
利
を
目
的
と
し
て
使
用
す
る
場
合

は
、
使
用
料
の
五
割
加
算
。

②
営
利
を
目
的
と
し
な
い
で
入
場
料
な

両
会
館
、
セ
ン
タ
ー
と
も
、
申
し
込

み
は
、
六
ヶ
月
前
か
ら
受
付
し
て
い
ま

す
の
で
、
利
用
さ
れ
る
方
は
早
自
に
申

五
十
円
、
中
学
生
以
下
三
十
円
に
な
り

ま
し
た
。

交
替
は
、

一
回
目
午
前
八
時
三
十
分

荘
前
広
場
で
、
電
気
を
使
用
す
る
場
合

は
、
コ

ン
セ
ン
ト
一
個
一
回
五
十
円
と

し
ま
し
た
。

〈
お
問
合
せ
〉

わ
し
ぱ
山
荘

(
宮
@
O
三
六
三

)

お
間
A
ロ
せ
く
だ
さ
い

午午前i9正前時午 柄午引~時後5時 午夜後6時l間備 ~午畳午前後9時5間時 午昼後1時l夜時 午~全桝前9釘時日日時

。(二か 、な方 グ〉

改使用区分 七=-@宮四 階の 占ら文書 り 々
占

10.∞o阿 14.∞o問 20.∞0向 23.∞0同 32.∞0同 40.∞OfIl ーー 管理用をですま。 も 用料も 訂
1二日a祖日

)一通 四

及び休日 13.∞0同 17.∞0同 24.∞0内 29.∞0同 40.∞0同 50.∞0同

第一会織 宅 300円 400同 500同 650問 850円 1.100同 相染閣専用使用料(別表@
第 会議寄 600円 000円 1.∞0円 1.300同 1. 700同 2.300円

一階会議 宅 1.000同 2.400同 3∞0同 3.900円 5.100円 6.000同 {変 用 料

和 ‘布ー 450同 ω0問 750同 1.∞0同 1.300円 1. 700円 使用区分
午午~前正9前午時 午午後5l時時後 午夜後~160間時時 ~午午尋前後95 問時時総合展不自官 2.300円 3.∞0円 3.700円 5.∞0円 6.500肉 8.500同

(剖ホ足屋-1控Lイ師室時1を室除に〈つ)き 350同 450円 550同 750円 l∞0同 1.300同 大ホール 3，100円 4，100円 5，100同 6，800円

結婚式場 準式l回につき 2.0∞同 かつら 400同 500円 700円 900円

上回勤労者福祉センター す ぎ 300円 400円 500同 700円

午前 午後 夜間 昼間 長夜 全日 ま ーコ 400円 500円 600円 800円

使用区分
午9前時~正午 午1後時一 5時 午6時後一10時 午9前時~ 午5後時 午1時後-10時 午9前時ー午10後時 ふじ 500円 700円 800円 1，100円

かえで 300円 400円 500円 7∞円
大会議宅 3.100円 4.200同 5.200肉 7.∞0同 9.∞0円 12.∞口問
和宰一教菱重 1.200 1.500円 1.900問 2ωo同 3.400同 4.500円 わしば山荘使用料(別表⑤)
二階第一会Z員室 900同 1.300肉 1ωo同 2.100同 2.700同 3.700円 ー階事再 会決宅 700円 1.0∞同 1.200円 1.ω0円 2.100同 2.000同 {慶 用 料
二階第一会議室 500同 700同飴O円 1.100円 1.400 1.900同

使用区分|午午前 正前午械午l時~時後5 会9時1ー6吋∞円i日E 11白(午後5時から望日2午人前以9上時のまとでき)1人につきさ 1.3∞同 9時~ 時特1
l人につ 1.2∞同

宿泊以外 300問 400内 500問 600同 000向上100問 からまつ 7∞円 9::D向 上

富Z署やまぎ〈句 抽内 4醐 7似月

勤労青少年ホーム使用料(別表③) ききょう 3∞円 4∞円 6∞問

やまぶき 3∞円 4∞円 6∞円

使用料 つつじ 3∞円 4∞円 6∞円

使用区分
u午1午前2時93前0時分) (午~午後5l時後時) ( 午~夜後 59間時時 ) ('午(午全日前後目届95日日時時)) (一午(全平9後時1)日日時) 

に食使堂用恰する議易等合) 6∞円 8∞円 1，3∞円

園 専Tな 日帰り ふz匙の煙生徒 無1∞so料円同
会議室 300円 400円 500円 600円 800円

和室 300円 400円 500円 700円 900円
安宿 t自 一'以般濯の児童生徒 52無∞∞料円円ー

，講習室 900円 1，300円 1，600円 2，100円 2，700円

第3種郵便物認可~

ど
を
徴
収
す
る
相
場
合
は
、
使
用
料
の

三
別
加
算
。

ま
た
、
佼
聞
大
ホ
|
ル
を
ス
オ
|
ツ

レ
ク
リ
エ
|
/
ヨ
ン
な
と
に
利
用
す
る

場
合
は
、

一
人

一
回
五
十
円
と
し
ま
し

た
〈
お
問
合
せ
〉

相
染
問
(
宮
@
一
二

O
O
)

道
路
占
用
料

四
月
一
日
か
ら
、
道
路

改
訂
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
占
用
し
て
い
る

月
一
日
か
ら
改
訂
料
金
に

く
わ
し
く
は
、
そ
れ
ぞ
れ

知
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ

希
望
す
る
方
は
、
市
役
所

課
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

0
0
内
線
三
四
三
有
線
②

ほ
か
の
施
設
も

使
用
料
改
訂

わ

し

ば

山

荘

小
部
屋
を
家
族
に
開
放

わ
し
ぱ
山
荘
の
使
用
料
は
、

別
表
⑤

の
と
お
り
で
す
。
ま
た
、
キ
ャ
ン
プ
に

使
用
す
る
テ
ン
ト
は
、
一
式
百
円
。
山

こ
の
ほ
か
、
上
田
・
上
野
が
丘
公
民

館
、
城
南
・
塩
田
解
放
会
館
、
川
西
社

会
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
使
用
料
を
、

そ
れ
ぞ
れ
改
訂
し
ま
し
た
。

く
わ
し
く
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
へ

t: 

f変 用 区 分 使用料

入場料を徴収して使用
入場料50円未満 10，000円

専場合用する

入場料50円以上100円未満 20，000円
する場合 (全日)

入場料 100円以上 30，000円

入場料を徴収しないで
午 前 1，500円

午 f主 2，000円
使用する場合 全 日 3，000円

専い
l(人2場時合間時につき

用なし場合 この に間おいて上、 2時計間算未満すの端数があるとき) 50円
は 2 に切りげて る。

水泳場

使 用 区 分 使用料

専用す
す入場る料場合を徴収，して使用 全 日 30，000円

場主る口入

入場料を徴収しないで
午 円IJ 2，000円

午 後 4，000円

使用する場合 全 日 6，000円

専用し場ない合 (品宵LFfi交)
骨量 50円

中学校の生徒以下 30円

陸上競技場、庭球場、排球場、弓道場、相嬢湯

使用区分
↑変 用 料

陸上競技場|庭球場 排球場 弓道場 相撲場

午前 1，500円 l 闘1.に00つ0同き 1箇につ円き 500同 300円

専周する場合

500 

午後 2，000円 1 面1に，00つ0円き 1面につ円き 500円 300円500 

全日 3，000円 1 面2に00つ0同き 1 面1に00つ0同き 1，000円 600円

市民会館・上田勤労者福祉センター使用料(別表②)
市民会館

えつ広報

体育施設使用料(別表①)
場球

一(3)

野



(4)ー

死
亡

ω万
円

に

日

交

通

災

害

共

済

の

一

巳

見
舞
金
を
増
額
巴

t: 

市
で
は
、
不
幸
に
し
て
交
通
事
故
に

あ
わ
れ
た
人
の
た
め
、
少
し
で
も
お
役

に
た
つ
共
済
制
度
と
す
る
た
め
、
四
月

一
日
か
ら
左
表
の
と
お
り
交
通
災
害
共

済
金
の
増
額
改
訂
を
し
ま
し
た
。

こ
の
交
通
災
窓
口
共
済
制
度
は
、
四
十

二
年
発
足
以
来
、
今
年
で
十
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。
こ
の
間
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
現
在
、

六
万
二
千
三
百
人
(
加
入
率
五
八
%
)

えI 

600，000円

見舞金

30，000円

広報

傷害の程度

1か月以上の傷害

交通災害共済見舞金額表

見舞金

亡死

が
加
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
、
皆
さ
ん
が
加
入
さ
れ
て
い
る
交

通
災
害
共
済
制
度
は
、
五
月
三
十
一
日

で
期
限
が
き
れ
ま
す
。
五
月
中
に
限
り

自
治
会
の
役
員
さ
ん
が
お
宅
に
伺
い
ま

す
の
で
家
族
全
員
が
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

会
費
は
、
新
規
三
百
六
十
円
、
継
続

三
百
円
、
学
童
二
百
円
で
す
。

〈
お
問
合
せ
〉

民
生
部
市
民
課
交
通
安
全
係

(
宮

@

20，000円

10，000円

200，000円

(桜田

6，000円

21日

7日未満の

身障見舞金

弔慰見舞金

7日

120，000円

70，000円

40，000円

60，000円

80，000円

け月以上の傷害

四
一

O
O
内
線
二
七
六

し
子尿
数汲
料取
を
改
官I

し
尿
汲
取
手
数
料
を
、
四
月
一
日
か

ら
次
の
よ
う
に
改
訂
し
ま
し
た
。

一
一月
二
十
九
日
に
上
田
市
廃
棄
物
処

理
審
議
会
か
ら
答
申
を
受
け
、
こ
の
答

申
に
基
づ
い
て
検
討
し
た
結
果
、
燃
料

ト
4
、t

上
堀
地
区
(
西
川
原
地
籍
)
の
千
曲

川
川
相
内
川
川
処
罰
助

b
f創
刊

闘
用

l
L
イ

L
、
路
建

#
d
γ
ム
古
宇

ef

に
火
の
こ
わ
き
を
忘
れ
た
ち
ょ
っ
と
し

た
不
注
意
が
大
き
な
被
害
と
直
結
し
て

費
、
管
理
費
、
人
件
費
な
ど
が
大
幅
に

高
騰
し
た
た
め
適
正
料
金
に
改
訂
し
ま

し
た
。
〈
汲
取
手
数
料
〉

十
八
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き
六
十
八
円

〈
付
加
料
金
〉

ホ
ー
ス
の
長
さ
が
三
十
メ
ー
ト
ル
を

こ
え
る
と
き
百
円
。

ホ
ー
ス
の
長
さ
が
六
十
メ
ー
ト
ル
を

こ
え
る
と
き
二
百
十
五
円
が
、
そ
れ
ぞ

れ
汲
取
手
数
料
に
加
算
さ
れ
ま
す
。

進
め
て
い
る
「
千
曲
川
市
民
公
園
」
も

つ
り
池
を
は
さ
ん
だ
二
つ
の
運
動
場
二

万
六
千
七
百
平
方
メ
ー
ト
ル
の
整
地
と

パ
ッ
ク
ネ

ッ
ト
、
ベ
ン
チ

(移
動
式
)

な
ど
の
設
備
が
整
い
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
つ
り
池
の
周
り
の
遊
歩

道
と
排
水
施
設
を
整
備
す
る
計
画
で
す
。

整
地
さ
れ
た
東
側
の
運
動
場
は
昨
年
か

め
市
民
の
皆
さ
ん
に
自
由
に
使
用
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
使
用
者
が
多
く
、
早

朝
や
休
日
な
ど
は
、
混
乱
が
生
じ
て
い

ま
す
。

こ
の
混
乱
を
解
消
し
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
楽
し
く
円
滑
に
使
用
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
四
月
一
日
か
ら
、
市
教
育
委
員

会
の
使
用
許
可
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
内

使
用
許
可
の
申
し
込
み
手
続
き
は
次

の
と
お
り
で
す
。
必
ず
許
可
を
受
け
、

注
意
事
項
を
厳
守
し
て
使
用
し
て
く
だ

去
、
い

。

〈
由
甲

1
U
&ん
義
尚
、
〉

中
止
と
な

っ
た
土
地

2
、
土
地
基
盤
整
備
事
業
実
施
予
定
地

〈
申
込
方
法
〉

使
用
日
の
一
か
月
前
か
ら
受
付
ま
す

が
、
一
団
体
週
二
固
ま
で
で
す
。

〈
使
用
料
〉

無
料

〈
使
用
時
間
〉

六
時

1
九
時
。
九
時
i
十
二
時
。
十

二
時

i
十
五
時
。
十
五
時
1
十
八
時
。

〈
用
具
〉

使
用
す
る
団
体
で
用
意
し
て
く
だ
さ

〈
使
用
上
の
注
意
〉

ー
、
許
可
証
は
、
係
員
の
要
請
が
あ

っ

た
ら
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

2
、
使
用
後
は
、
必
ず
清
掃
、
監
理
し

て
く
だ
さ
い
。

3
、
使
用
日
変
更
の
場
合
は
、
必
ず
そ

の
旨
、
届
出
て
く
だ
さ
い
。
届
出
の
な

い
場
合
は
、
そ
の
後
の
使
用
を
ご
遠
慮

い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

4
、
施
設
内
へ
の
車
両
の
乗
り
入
れ
は

禁
じ
て
あ
り
ま
す
の
で
厳
守
し
て
く
だ

さ
い
。
5
、
使
用
に
際
し
不
適
当
な
行
為
が
あ

る
と
認
め
た
と
き
は
、
使
用
の
取
り
消

し
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

6
、
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い

て
は
、
係

員
の
指
示
に
し
た
が

っ
て
く
だ
さ
い
。

7
、
使
用
中
に
お
け
る
ケ
ガ
な
ど

の
事

故
は
責
任
を
お
い
ま
せ
ん。

〈
お
問
合
せ
V

4
巾

勅
札
官
円
末
官
自
門
A
X
仕
陣
膏
旦
課

へ
h
u
仏日百
四
同
~

-F‘
J
U
《
川
、
，
J
V

込
町
内
リ
。
仏
脳
‘

m
予
‘
H
叫
ヤ
‘
H
叫
ヤ
&
H叫

M

者
が
住
宅
等
を
建
築
す
る
た
め
の
除
外

で
な
い

こ
と



6か月以ー

第3種郵便物認可ー

死

住宅火災
が
司h
3ノ

発

春
の
火
災
予
防
運
動
が
四
月
十
日
出

か
ら
四
月
二
十
三
日
掛
ま
で
行
わ
れ
ま

す。
春
は
空
気
が
乾
燥
し
、
春
特
有
の
突

風
が
吹
く
な
ど
火
災
が
発
生
し
や
す
い

条
件
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
火
の
元
に

は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

今
年
の
火
災
は
、
一
月
か
ら
三
月
ま

で
に
、
す
で
に
二
十
六
件
と
近
年
に
な

く
多
発
し
て
い
ま
す
よ
四
十
九
年
二
十

一
件
、
五
十
年
十
六
件
)

火
災
の
種
別
も
、
住
宅
火
災
が
十
五

件
と
多
く
(
四
十
九
年
九
件
、
五
十
年

九
件
)
、
被
害
額
も
三
千
五
百
四
十
七
万

円
と
四
十
九
年
を
二
千
十
六
万
円
、
五

十
年
を
二
千
七
百
七
十
八
万
円
上
ま
わ

る
大
き
な
彼
害
を
だ
し
て
い
ま
す
。

こ
の
主
な
原
因
は
、
天
ぷ
ら
鍋
の
掛

け
忘
れ
、
ガ
ス
栓
の
閉
め
忘
れ
、
電
気

ゴ
タ
ツ
な
ど
生
活
に
密
着
し
た
家
庭
器

具
の
取
り
扱
い
不
注
意
が
大
き
な
割
合

を
占
め
て
い
ま
す
。

t: え'】広報一(5)

上
堀
地
区
(
西
川
原
地
籍
)
の
千
曲

川
河
川
敷
を
利
用
し
て
、
建
設
工
事
を

事叫P

“自轟 ・凪圃hム

に
火
の
こ
わ
き
を
忘
れ
た
ち
ょ
っ
と
し

た
不
注
意
が
大
き
な
被
害
と
直
結
し
て

い
ま
す
。

こ
の
火
災
予
防
運
動
を
機
械
に
、
も

う
一
度
、
ガ
ス
・
電
気
器
具
の
正
し
い

使
い
方
を
習
得
し
、
出
か
け
る
前
、
就

寝
前
の
火
の
元
点
検
、
た
ば
こ
の
投
げ

捨
て
、
放
置
、
寝
た
ば
こ
な
ど
の
徹
底

禁
止
を
習
慣
づ
け
、
生
命
ま
で
も
奪
っ

て
し
ま
う
恐
ろ
し
い
火
災
を
市
民
一
人

一
人
が
十
分
注
意
し
て
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

大
部
分
の
火
災
は
、
皆
さ
ん
が
注
意

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
一

O
O
%
防
げ
ま

す。

農
地
の
有
効
利
用
図
る

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
を
変
更

農
業
の
健
全
な
発
展
を
図
る
と
と
も

に
、
国
土
資
源
の
合
理
的
利
用
に
役
立

た
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
農
業
振

興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
」
が
四

十
四
年
に
制
定
さ
れ
、
こ
の
法
律
に
基

づ
い
て
、
農
業
の
振
興
を
図
る
地
域
を

決
め
、
農
地
の
有
効
利
用
と
農
業
の
近

代
化
の
施
策
を
盛
り
込
ん
だ
整
備
計
画

が
策
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
昨
今
の
経
済

社
会
情
勢
の
著
し
い
変
化
に
よ
り
、
整

備
計
画
を
こ
の
変
化
に
対
応
で
き
る
計

画
に
変
更
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま

し
た
。

五
十
一
年
度
で
は
、
こ
の
計
画
の
農

業
振
興
地
域
の
中
を
「
農
用
地
区
域
」

と
「
そ
の
他
区
域
」
に
区
分
し
て
あ
る

農
用
地
利
用
計
画
を
変
更
し
ま
す
の
で

そ
の
他
区
域
に
な

っ
て
い
る
次
の
よ
う

な
土
地
は
、
積
極
的
に
農
用
地
区
域
へ

編
入
し
、
優
良
農
用
地
の
確
保
を
図
り

ま
す
の
で
関
係
農
家
の
皆
さ
ん
は
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

〈
対
象
と
な
る
土
地
〉

1
、
整
備
計
画
策
定
当
時
、
事
業
計
画

が
あ
り
、
そ
の
他
地
域
と
し
て
お
い
た

が
そ
の
後
、
計
画
が
変
更
と
な
っ
た
り

上申し
回込
市先
教き
育〉

委
員
，6、
E 

体
育
課

市

T
ふ
L
シ
し
わ
け
O

つ
れ
ん
+
ム
他
地

2
、
土
地
基
盤
整
備
事
業
実
施
予
定
地

3
、
農
用
地
と
し
て
の
優
良
性
、
開
発

可
能
性
が
あ
り
、
農
用
地
区
域
に
含
め

る
こ
と
が
適
当
な
土
地

4
、
農
業
用
施
設
用
地

〈
ま
た
、
次
の
要
件
に
該
当
す
る
と
き

は
、
農
用
地
区
域
か
ら
除
外
の
対
象

と
な
り
ま
す
〉

1
、
五
十
四
年
度
ま
で
に
具
体
的
な
事

業
計
画
が
あ
る
こ
と

2
、
農
用
地
区
域
外
に
代
替
す
べ
き
土

地
が
な
い
こ
と

3
、
農
用
地
区
域
の
周
辺
部
の
土
地
で

か
つ
、
変
更
後
の
農
用
地
区
域
の
利
用

上
の
支
障
が
軽
微
で
あ
る
土
地
を
除
外

す
る
こ
と

4
、
変
更
後
の
農
用
地
区
域
の
集
団
性

が
保
た
れ
る
こ
と
。

5
、
変
更
後
の
土
地
利
用
が
混
乱
を
生

じ
な
い
こ
と

6
、
園
、
県
の
直
轄
、
ま
た
は
補
助
し

て
い
る
土
地
改
良
事
業
、
農
業
構
造
改

善
事
業
等
に
よ
っ
て
、
土
地
基
盤
整
備

事
業
を
実
施
し
た
地
区
の
土
地
及
び
当

該
事
業
が
完
了
し
、
完
了
公
告
が
終
っ

た
年
度
の
翌
年
か
ら
起
算
し
、
八
年
を

経
過
し
て
い
な
い
地
区
内
の
土
地
を
農

用
地
区
域
か
ら
除
外
し
な
い
こ
と

7
、
農
地
法
に
よ
る
転
用
許
可
を
必
要

と
す
る
も
の
で
、
当
該
許
可
を
受
け
る

見
込
み
が
あ
る
こ
と

8
、
他
人
に
農
用
地
を
売
り
、
ま
た
は

貸
し
て
、
買
っ
た
者
、
ま
た
は
借
り
た

市
教
育
委
員
会
休
育
課
(
雪
@
四

0
0
内
線
五
五
五
」

者
が
住
宅
等
を
建
築
す
る
た
め
の
除
外

で
な
い
こ
と

〈
整
備
計
画
変
更
日
程
〉

マ
四
月
上
旬

1
基
礎
意
向
調
査
の
実
施

マ
五
月
1
六
月

1
事
務
局
で
農
用
地

へ

の
編
入
、
除
外
の
検
討

マ
七
月
l
八
月

l
地
区
推
進
委
員
会
で

対
象
と
な
る
農
用
地
の
現
況
調
査
、

お
よ
び
編
入
、
除
外
の
検
討

マ
九
月

l
関
係
団
体
と
協
議

マ
十
月
1
十
二
月
上
旬

l
変
更
整
備
計

画
案
の
作
成

マ
十
二
月
中
旬

l
新
農
業
推
進
協
議
会

開
催

マ
五
十
二
年
一
月

l
県
と
協
議

マ
二
月
中
旬

1
変
更
整
備
計
画
案
の
公

告
縦
覧
(
三
十
日
間
)

マ
三
月
下
旬

l
異
議
申
立
て
期
間
(
十

五
日
間
)

県
へ
認
可
申
請

マ
六
月
頃
H
H
認
可
(
変
更
決
定
)

〈
対
象
農
家
へ
の
通
知
〉

農
業
振
興
地
域
内
に
農
地
を
持
っ
て

い
る
人
で
、
資
料
が
届
か
な
い
場
合
、

ま
た
、
整
備
計
画
変
更
に
つ
い
て
の
お

問
合
せ
は
、

農
政
部
農
林
課
(
宮
@
四
一

O
O
内
線

三
二
三
・
三
二
二
有
線
②
O
七
五
二

塩
田
支
所
振
興
課
(
告
@
三

O
O
O有

線
塩
田
二

O
二

二

川
西
支
所
振
興
課

(
宮

@
二
O
O
二
有

線
川
西
二

O
二
O
)
へ
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。



(6)ー

お
鍋
捌
匂
り
せ

お
年
寄
り
、
子
供
を

交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う

春
の
交
通
安
全
運
動
実
施

春
の
交
通
安
全
運
動
は
、
四
月
六
日

ωか
ら
十
五
日
同
ま
で
の
十
日
間
、
全

国
い
っ
せ
い
に
行
わ
れ
ま
す
。

春
は
、
寒
い
冬
か
ら
解
放
さ
れ
た
子

供
達
が
戸
外
で
遊
び
ま
わ
る
季
節
で
す
。

道
路
へ
の
飛
び
出
し
、
自
転
車
乗
り
な

ど
に
よ
る
事
故
の
多
発
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
車
を
運
転
す
る
皆
さ
ん
は
も

ち
ろ
ん
、
家
族
ぐ
る
み
で
取
り
組
み
、

特
に
お
母
さ
ん
の
注
意
で
子
供
を
事
故

か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
自
分
の

t: えつ広報

市
制
度
資
金
に

開
業
資
金
新
設

市
で
は
、
四
月
か
ら
新
ら
た
に
独
立

開
業
資
金
制
度
を
も
、
つ
け
て
融
資
あ
っ

せ
ん
を
し
ま
す
。

中
小
企
業
に
働
く
従
業
員
の
多
く
の

人
は
、
将
来
自
立
す
る
夢
を
も
っ
て
お

ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
庖

や
工
場
を
持
と
う
と
す
る
際
に
必
要
と

な
る
設
備
資
金
、
運
転
資
金
と
し
て
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

ハ
抽
川
働
評
者
世

V

ー第3種郵便物認可

国
民
年
金
保
険
料
が
改
訂

カ
で
動
く
自
転
車
で
も
、
交
通
ル
ー
ル

を
守
ら
な
け
れ
ば
大
き
な
事
故
に
つ
な

が
り
ま
す
。
必
ず
正
し
い
乗
り
方
を
し

ま
し
ょ
う
。

〈
運
動
の
重
点
〉

ー
、
歩
行
者
、
特
に
子
供
、
老
人
の
事

故
防
止
。

2
、
自
転
車
利
用
者
の
事
故
防
止
。

3
、
運
転
、
同
乗
者
の
シ

l
ト
ベ
ル
ト

着
用
の
推
進
。

市
内
に
一
年
以
上
居
住
し
、
同
一
事

業
所
に
五
年
以
上
勤
務
さ
れ
た
人
、
あ

る
い
は
過
去
に
同
一
業
種
の
五
年
以
上

の
経
験
実
績
を
有
す
る
人
で
、
満
年
齢

二
十
五
歳
以
上
で
開
業
し
て
六
ヶ
月
以

内
の
人
で
す
。

〈
資
金
の
使
途
〉

開
業
に
必
要
な
運
転
、
設
備
の
資
金

〈
貸
付
金
額
・
期
間
v

一
企
業
百
五
十
万
円
ま
で
、
五
年
間

〈
保
証
人
お
よ
び
担
保
〉

ー
、
保
証
人
は
、
原
則
と
し
て
市
内
に

居
住
し
て
い
る
人
で
、
債
務
弁
済
の

げ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
一
昨
年
、

昨
年
と
二
年
連
続
で
物
価
ス
ラ
イ
ド
に

よ
る
増
額
が
行
わ
れ
、
合
せ
て
四
一
・

ト
一
制
緩
揺
ら
縦
一
め
J

ベバ不一一点ン叫んハ一

1
uお
知
一
難
瀬
川
縦
一
対
一

v
y
y川一一………山一

資
力
を
有
す
る
入
、
二
人
以
上
が
必
問
診
票
が
、
会
場
に
用
意
し
て
あ
り
加
投
与
を
受
け
て
い
な
い
幼
児
は
、
こ

要
で
す
。

ま
す
の
で
必
ず
体
温
を
は
か

つ
て
お
で
の
機
会
に
受
け
て
く
だ
さ
い
。

2
、
担
保
は
原
則
と
し
て
と
り
ま
せ
ん
。

か
け
く
だ
さ
い
。

〈
対
象
児
〉

甘
い
れ
[
君
子
(
宮
@
必
要
3

3
1
5
A

初
回

1

日立日十日仁

四
一

O
O内
線
一
一
一

O
四
)

ヲ

タ

チ

ル

授

与

制

追
加

l
五
十
年
一
月
一
日
か
ら
六
月

春

期

小

児

マ

ヒ

生

ワ

ク

チ

ン

投

与

を

三

十

日

ま

で

の

出

生

者

。

左
表
に
よ
り
行
い
ま
す
。
お
近
く
の
会
〈
時
間
〉

場

で

受

け

て

く

だ

さ

い

。

い

ず

れ

も

一

時

三

十

分

か

ら

二

時

三

対
象
年
齢
が
す
ぎ
て
い
る
幼
児
で
追
十
分
ま
で
で
す
。

間々破
傷
風
予
防
接
種
州

破
傷
風
の
予
防
接
種
を

T
表
に
よ
り

行
い
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
人
は
最
寄

り
の
会
場
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
予
防
接
種
は
、
二
回
受
け
な
い

と
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
必
ず
二
回

受
け
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
昨
年
初
回

を
済
ま
せ
た
入
、
追
加
接
種
後
五
、
六

年
に
な
る
人
は
、
一
回
受
け
て
く
だ
さ

破
傷
風
は
、
き
わ
め
て
死
亡
率
の
高

い
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。
ち
ょ
っ
と
し

た
傷
口
か
ら
侵
入
す
る
感
染
度
の
高
い

病
気
で
す
の
で
、
す
す
ん
で
受
け
ら
れ

る
よ
う
お
す
す
め
し
ま
す
。

〈
接
種
で
き
な
い
人
〉

ω有
熱
患
者
、
心
臓
・
腎
臓
・
肝
臓
・

糖
尿
病
・
脚
気
・
そ
の
他
医
師
が
接
種

す
る
に
不
適
当
と
認
め
る
病
気
に
か
か

っ
て
い
る
人
。

ω病
後
衰
弱
者
、
ま
た
は
著
し
い
栄
養

障
害
者
。

ωア
レ
ル
ギ
ー
体
質
、

J
ん
俳
は
峠
件
厨
貝
年
旬
。

ま
た
は
け
い
れ

学
生
、
年
金
や
恩
給
を
受
け
て
い
る
人

と
そ
の
奥
さ
ん
は
、
国
民
年
金
へ
任
意

で
加
入
で
き
ま
す
。

小児マヒ生ワクチン投与日程表

館

上塩尻公会堂

下青木公会堂

塩田母子健康センター

4
月
日
日
附

場A :z;; 

正』
:z;; 

所

新田区民会館

町

施

辺

北常田公会堂

支殿量邑.!i'i己市

実

)11 

神川全域 (梅
が丘も含む)

上塩尻公会堂

4
月
日
日

ω
川辺、泉回全
域

塩尻全域

月日

川辺町会館

下青木公会堂

川西社会福祉センター

4
月
日
日
幽

上野が丘公民館

塩田母子健康センター

城下全域

川西全域

会館

市健康センター

町好

豊殿全域

域

破傷風予防接種目程表

I也

三好町会館

川西社会福祉
センター

神科全域

4
月
幻
日|
 

1
・「

塩回全域

豊殿支所

塩田母子健康
センター

場ぷ泊、

"" 

東部、中央、南部、
北部、西部等全滅

上野が丘公民
館

上田市健康セ
ンター

マ

と

き

i
四
月
七
日
附
午
後
二
時

マ
と
こ
ろ

l
上
田
市
民
会
館

マ

内

容

l
記
念
講
演
、
ア
ト
ラ
ク
シ

〈
加
入
手
続
き
・
お
問
合
せ
〉

民
生
部
国
保
年
金
課
国
民
年
金
係
・

(
宮
⑫
四
一

O
O内
線
二
八
固
有
線
②

6
月
4
日
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街を山を緑でつつもう
緑のまつり開催

4月 10日田 11日固

一(7)

1
、
保
証
人
は
、
原
則
と
し
て
市
内
に

居
住
し
て
い
る
人
で
、
債
務
弁
済
の

げ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
一
昨
年
、

昨
年
と
二
年
連
続
で
物
価
ス
ラ
イ
ド
に

よ
る
増
額
が
行
わ
れ
、
合
せ
て
四
一

五
%
も
年
金
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。こ

の
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
、
四
月
分

か
ら
定
額
保
険
料
は
、
千
四
百
円
に
な

り
ま
す
。
く
わ
し
い
こ
と
は
、
民
生
部

国
民
年
金
課
国
民
年
金
係
へ
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。
(
宮
⑫
四
一

O
O内
線
二
八

固
有
線
②
O
七
一
一
)

国
民
'宅
金
に

加
入
(
任
意
)
し
よ
う

…

国
民
年
金
は
、
農
業
、
商
業
、
建
築

業
、
理
髪
業
な
ど
他
の
年
金
制
度
に
加

入
し
て
い
な
い
人
を
対
象
に
し
た
制
度

で
す
が
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
、

近年、環境破壊や大気汚染が進み、自然保護が

重要視されています。そこで、緑化をいっそう促進

して豊かな郷土を築くため、 4月1日から30日ま

での 1か月間「国土緑化運動」が実施されます。

この緑化運動の一環として、次の行事を行し、ま

す。林業を知り、家庭に緑をと計画きれている皆

きんは、良い機会ていすので、おでかけくださし、。

①緑化苗木の頒布会

苗木を育てることにより、森林愛護など緑化運

動を理解していただくとともに、環境緑化に協力

していただくため、緑化苗木を無償で頒布します

ので希望者は早目におでかけください。

と き=4月10日仕)11日(日)午前9時から

ところ=上回公園内展示館前(緑のまつり会場)

配布数=1日、1人、1本あて、先着順に3，000本

ωア
レ
ル
ギ
ー
体
質
、
ま
た
は
け
い
れ

ん
性
体
質
者
。

学
生
、
年
金
や
恩
給
を
受
け
て
い
る
人

と
そ
の
奥
さ
ん
は
、
国
民
年
金
へ
任
意

で
加
入
で
き
ま
す
。

任
意
加
入
す
る
と
、
一
年
以
上
の
加

入
期
間
で
老
齢
年
金
が
受
給
で
き
ま
す

し
、
万
一
の
事
故
に
も
年
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
納
め
た
保
険
料
は
、

税
金
の
控
除
対
象
に
な
り
ま
す
。

任
意
加
入
は
、
本
人
の
希
望
で
加
入

す
る
た
め
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
加
入
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
は
、
二
十
歳
か
ら
六
十
歳

ま
で
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
六
十
歳
を
過
ぎ
る
と
加
入
で
き
ま

せ
ん
。

年
金
額
は
、
保
険
料
を
納
め
た
月
数

に
よ
り
計
算
さ
れ
ま
す
の
で
、
な
る
べ

く
早
く
加
入
し
た
方
が
有
利
で
す
。

①緑のまつり

わたしたちの郷土の山々や家庭に緑をと願い、

森林組合など県下で生産指導された苗木、緑化木、

盆栽などを、市が協賛して展示即売します。

期間=4月10日仕)午前9時から午後5時まで

4月11日(日)午前 9時から午後4時まで

4
月
初
日

本
年
四
月
か
ら
、
国
民
年
金
の
定
額

保
険
料
が
今
ま
で
の
月
額
千
百
円
か
ら

千
四
百
円
に
改
訂
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
よ
り
高
額
の
年
金
を
と
言
う

人
の
付
加
年
金
の
保
険
料
は
、
現
行
ど

お
り
四
百
円
で
す
の
で
、
こ
の
加
入
者

は
月
額
千
八
百
円
の
保
険
料
と
な
り
ま

す。
国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
時
に
老

齢
年
金
を
、
け
が
、
病
気
な
ど
で
障
害

が
め
こ
っ
た
と
き
に
障
害
年
金
を
、
母

子
世
帯
に
は
母
子
年
金
な
ど
と
、
加
入

者
の
生
活
の
安
定
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
制
度
で
す
。
こ
の
た
め
、
一
昨

年
の
春
に
は
大
幅
な
年
金
額
の
引
き
上

〈
加
入
手
続
き
・
お
問
合
せ
〉

民
生
部
国
保
年
金
課
園
長
年
金
係
・

(包
⑫
四
一

O
O内
線
二
八
固
有
線
②

O
七
一
一
)
塩
田
支
所
(
宮
⑮
三

0
0

0
有
線
(
塩
田
)
二

O
二

二

川
西
支

所

(
宮
@
二

O
O
二
有
線
(
川
西
)
二

O

O
二
)
豊
殿
支
所
(
宮
⑫
四

O
O
一
有

線
②
O
九
二
二

r世

場所=上回公圏内

内容=林業機械展示、相談コーナー(緑化木、盆

栽手入、山林経営)緑化木・盆栽・特産品・

手工具の展示即売

①緑の羽根募金運動

国土緑化に対する理解を願い、環境緑化、森林資

源の造成など国土保全の資金となります。

山火事防止はみんなで

山火事の発生しやすい季節となりました。ち ょ

っと した不注意から、例年、山火事が多く発生し

ています。今年もすでに数件発生しました。

緑の山を一挙に灰にしてしまうことのないよう、

山に入ったらタバコの吸がら、たき火に十分気を

つけて、市民みんなで山火事を防ぎましょう 。

マ

と

き

1
四
月
七
日
附
午
後
二
時

マ
と
こ
ろ

l
上
田
市
民
会
館

マ

内

容

1
記
念
講
演
、
ア
ト
ラ
ク
シ

ヨ
ン
他
。

演
題
・
「
職
場
内
の
人
間
関
係
」

講
師
・
桑
村
信
賢
き
ん
(
言
論
科
学

振
興
協
会
常
務
理
事
)

主

催

1
上
田
市
、
上
回
公
共
職
業
安

定
所
、
上
田
商
工
会
議
所
、
上
回
職
業

安
定
協
会
。

由
市
ゐ
資
品
機
校
中
日
帳
の

縦
覧

mw畑
一げ
延
期
に
・

五
十
一
年
度
固
定
資
産
課
税
台
帳
の

縦
覧
期
間
を
、
三
月
一
日
発
行
の
広
報

う
え
だ
で
、
四
月
一
日
か
ら
二
十
日
ま

で
と
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
現
在
、

国
会
で
の
地
方
税
法
の
改
正
法
律
案
の

審
議
が
遅
れ
て
い
ま
す
の
で
、
次
の
と

お
り
期
間
を
変
更
し
ま
す
。

〈
縦
覧
期
間
〉

四
月
十
二
日
聞
か
ら
五
月
一
日
幽

〈
審
査
の
申
し
出
〉

四
月
十
二
日
か
ら
五
月
十
一
日
ま
で

そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
三
月
一
日
発

行
の
広
報
う
え
だ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

と
お
り
で
す
。

「
植
木
ま
つ
り
」

四
月
十
二
日
開

l
十
八
日
間

上
回
公
園
で
、
苗
木
、
盆
栽

な
ど
を
即
売
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雄

手lJ

雄

夫

茂

男

治

滑

伸太郎

i羊司

忠道

金三

正平

和

弥三

富雄

隆樹

喜兵衛

清

重義

善之助

秀栄

久一

政信

地雄

正雄

一雄

考吉

一徹

英二

良雄

嘉雄

袈裟登

久

平

出

田

沢

塚

川

沢

回

一

沢

閉

山

田

山

一

沢

極

賀

一林

山

沢

田

一

内

藤

浜

山

崎

一

一

一

宮

一

古

小

和

柳

飯

西

増

池

一

滝

本

丸

関

村

一長

山

室

-

小

小

富

岡

林

金

吉

一

鎌

木

久

関

-竹

遠

長

小

宮

豊

西

臼

郷

野

島

島

野

田

沢

加

一

寺

子

神

沢

郷

一

尾

組

組

一

人

山

山

塚

町

田

倉

一

手

内

湯

去

一

回

野

戸

泉

賀

賀

木

本

小

小

木

五

一

井

之

一

良

組

一

前

前

日

一

一

古

岡

上

中

上

下

保

舞

八

東

一

平

鈴

石

柳

下

一

奈

中

下

一

十

東

西

手

塩

山

野

一

上

院

大

分

一

仁

沢

井

室

室

之

治

寛

雄

官

骨

束

郎

一

郎

直

男

学

一

本

年

男

一

与

平

徳

美

二

雄

夫

雄

郎

巌

昇

徳

一

治

六

恒

美

郎

功

斉

太

一

四

一

次

寿

政

穂

政

一

竹

道

保

良

務

佳

文

保

数

壱

武

輝

兵

一

藤

哲

澄

万

良

慶

喜

慶

菊

七

沢

村

内

岡

田

崎

一

脇

町

内

井

沢

林

出

山

上

島

木

崎

回

沢

保

一

久

内

山

-

山

竹

武

成

小

久保林

黒坪

上沢

国分

111下堀

上場
一畑山
伊勢山

神科新屋

野竹

西野竹

笹井

岩門|香

染屋|川

蛇沢 1:含

金井|青

山口|山

大久保|芦

長島 |柳

木

入

上

回

国

国

台

田

郷

郷

水

沢

坂

戸

之

井

吉

吉

大

長

官

小

中

町

桜

下

林

下

山

石

矢

赤

漆

士
口
之

清

保

誠

友

徳

ロ

図

沢

沢

菅

菅

中

国

条

一

入

因

縁

下

林

藤

中

日

一

島

原

掛

一

野

池

井

原

水

田

野

林

辺

一

野

田

金

村

口

寺

一

一

一

一

回

ノ

関

池

柳

富

小

小

田

羽

下

一

西

羽

手

宮

若

佐

田

朝

一

中

春

管

一

吉

小

原

松

上

清

羽

上

若

渡

一

肥

太

押

長

井

高

町

部

塚

町

丘

屋

北

西

北

一

牧

形

川

村

町

所

条

町

一

和

尻

尻

一

原

町

升

畑

条

地

地

過

図

回

一

屋

下

木

南

北

木

i

p

、

丘
丘
一

i

L

j・

l
一
一
I
L
i
-
-
l

j・

i

一
-
一

一
台
台
三

訪

態

が

れ

仇

一

訪

好

之

曲

一

塩

塩

一

回

辺

之

築

一

育

内

内

膏

-Z

元

一

一

一

一

す

す

新

諏

生

常

緑

新

緑

緑

城

一

小

諏

須

中

三

御

中

千

一

秋

上

下

一

上

川

倉

神

下

築

東

半

福

吉

一

大

岩

下

み

一
み
一
上

昇

己

雄

美

三

八

雄

一

門

郎

人

三

郎

明

郎

助

一

夫

則

隣

道

雄

一

一

人

郎

一

門

雄

郎

助

司

勝

郎

郎

男

郎

一

雄

一

四

賀

一

衛

三

代

三

一

出

朝

一

太

太

二

信

三

太

栄

幸

久

一

右

朝

暮

健

林

隆

一

善

一

日

今

友

岩

崎

明

純

正

三

一

弘

秋

仁

正

豊

正

良

四

一

嘉

一

輝

直

一

郎

今

一

一

一

次

野

本

井

島

柳

村

一

七

水

山

林

沢

中

出

一

村

田

中

沢

尾

脇

原

部

一

江

井

国

間

口

木

沢

野

詰

山

一

回

中

一

回

口

一

一

一

木

大

山

坂

小

育

中

一

吉

国

清

中

小

中

回

水

一

木

塚

関

田

西

神

大

上

長

一

打

三

多

花

田

鈴

柳

平

橋

丸

一

徳

田

入

町

田

回

園

田

町

一

町

平

町

町

町

町

町

町

一

町

町

町

町

町

町

町

町

手

一

町

町

町

町

町

山

山

町

田

町

一

町

原

:

ー:ー
'
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=

一

神

神

!

2

F

:

;

-L

P

L

3

1

4

一湘

岬

f
治

:
;
r

屋
一
屋

常

常

常

常

木
一一
け

汁

尾

匠

広

手

一

野

場

堀

-原

原

宕

引

治

房

房

什

一け

7

7

7

7

2
-天
天

F

E

I

三

iF

E

+

何

事

M

M

2
鍛

.
r
E
E

紺
一紺

踏

泉

上

中

下

北

南

泉

北

松

膚

本

末

横

海

原

袋

馬

四

丸

木

上

下

量

上

鍛

上

下

柳

新

下

鎌

成
人
の
大
部
分
は
、
幼
小
児
期
に
感

染
、
発
病
す
る
か
、
一
部
発
病
し
な
い

風
疹
(
ふ
う
し
ん
)
が
流
行

づ 配
い の
て な

T な も
し、グ〉

妊 で
娠 す
早が
期
に 自
り 分
J患で
与すも
る気

憲法を守り

どんな差別も ; 

なくそう /1

。=連合自治会長・=地区会

に
画
い
た
餅
に
ひ
と
し
く
.
差
別
は

一

残
さ
れ
、
な
く
な
ら
な
い

の
で
す
。
，

部
落
差
別
が
、
今
日
な
お
生
き
続

一

け
て
い
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
明
ら
か

一

で
す
。
昭
和
四
十
年
、
内
閣
に
出
さ

一

れ
た
「
同
和
対
策
審
議
会
答
申
」
で

一

は

秒
間
和
問
題
と
は
、
現
代
社
会
に

一

お
い
て
も
な
お
い
ち
じ
る
し
く
基

本
的
人
権
を
侵
害
さ
れ
、
と
く
に
近

目

代
社
会
の
原
理
と
し
て
何
人
に
も
保

一

障
さ
れ
て
い
る
市
民
的
権
利
と
自
由

一

を
完
全
に
保
障
さ
れ
て
い
な
い
と
い

一

ぅ
、
も
っ
と
も
深
刻
に
し
て
重
大
な

一

社
会
問
題
で
あ
る
H

と
述
べ、

部
落

一

差
別
が
現
存
し
て
い
る
こ
と
を
は

っ
一

き
り
指
摘
し
て
い
ま
す
。

一

部
落
差
別
は
、
今
日
の
社
会
に
あ

一

ら
わ
れ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
の

一

集
積
と
し
て
存
在
し
、
社
会
に
お
け

一

る
不
合
理
、
矛
盾
と
さ
き
、え
る
役
目

-

を
負
わ
さ
れ
な
が
ら
、
な
ま
な
ま
し

一

〈
生
き
続
け
て
い
る
の
で
す
。

…

閉
じ
人
間
で
あ
り
な
が
ら
、
た
ま

一

た
ま
同
和
地
区
に
生
ま
れ
育

っ
た
と
一

い
う
こ
と
だ
け
で
、

憲
法
で
保
障
さ

一

れ
て
い
る
基
本
的
人
権
が
侵
害
さ
れ

一

就
職
や
結
婚

の
道
が
と
ざ
さ
れ
て

い
一

る
ば
か
り
か
、
多
く
の
人
を
死
に
追

一

い
や

っ
て
い
る
事
実
を
私
た
ち
は
ど

一

う
考
え
る
べ
き
で
し
ょ
う

か

。

一

同
和
地
区
の
人
び
と
の
人
権
が
確
一

立
さ
れ
な
け
れ
ば
、
国
民
全
体
の
人

e

権
め
保
障
も
あ
り
得
な
い
の
で
は
な

い
で
l
v
」

7
A
V
・

へ

勧

邑

r
v

EE匡14M

一
一
月
一
日
号
で
基
本
的
人
権
が
侵

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
差
別
で
あ
り
、

今
日
の
私
た
ち
の
生
活
の
中
に
差
別

が
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
触
れ
ま
し

た
。新

憲
法
が
施
行
き
れ
、
民
主
主
義

の
時
代
と
な

っ
て
三
十
年
近
く
た

っ

た
今
日
、
な
お
男
女
の
差
別
、
貧
富

の
差
別
、
職
業
に
よ
る
差
別
な
ど
さ

ま
ざ
ま
の
差
別
が
現
に
存
在
し
て
い

る
の
で
す
。

一

私
た
ち
は
民
主
主
義
を
と
な
え
な

…

が
ら
も
、
日
々
の
暮
し
の
現
実
と
真

~

の
民
主
主
義
を
正
し
く
結
び
つ
け
な

一

い
ま
ま
に
、
差
別
は
依
然
と
し
て
残

一

き
れ
て
き
ま
し
た
。

一

憲
法
で
基
本
的
人
権
が
い
く
ら
保

一

障
さ
れ
て
も
、
そ
の
こ
と
が
た
だ
ち

一

に
国
民
の
暮
し
の
中
で
、
事
実
と
し

一

て
現
わ
れ
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
正

一

し
く
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

一

政
治
の
主
権
を
も
っ
国
民
が
、
国

…
の
政
治
を
正
し
く
見
守
り
、
国
民
の

一

一
人
ひ
と
り
が
、
憲
法
で
保
障
す
る

一

自
由
や
権
利
を
、
ほ
ん
と
う
に
暮
し

…
の
中
に
実
現
す
る
よ
う
に
努
め
な
け

叫

仇

札

阿

川

、

'
E持
E
i
U
昔
聖
十
牛
仙
町
』
へ
怯
惟

tu、
仏

桔

が
、
今
年
は
、
ワ
ク
チ
ン
が
間
に
あ
わ

な
い
よ
う
で
す
。
(
上
田
市
医
師
会
提
供
)

現
在
で
、

レ
ン
ト
ゲ
ン
世
帯
台
帳
を
作

成
し
ま
す
の
で
、
配
布
し
た
台
帳
を
良
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'宮入

来町

上常国

中常国

下常国

~t 常国
木町

南 天 神 IIIJ
泉平

~t 天 神町
松尾町

鷹匠町

本 IIIJ
末広町

手

横町

海野町

原町

袋町

馬場町

宙町

丸堀町

木町

北大手

上川原柳町

下川原柳町

愛宕町

上鍛治町

鍛治町

上房山

下房山

柳田T

新田

上紺屋町

下紺屋町

鎌原

一
人
ひ
と
り
が
、
憲
法
で
保
障
す
る
同
和
地
区
の
人
び
と
の
人
権
が
確

自
由
や
権
利
を
、
ほ
ん
と
う
に
暮
し
立
さ
れ
な
け
れ
ば
、
国
民
全
体
の
人

の
中
に
実
現
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
権
内
保
障
も
あ
り
得
な
い
の
で
は
な

れ
ば
、
憲
法
も
基
本
的
人
権
も
、
絵
い
で
し
ょ
、

7
か
。

へ島都、」

第3種郵便物認可~

風
疹
(
ふ
う
し
ん
)
が
流
行

血
清
検
査
を
受
け
よ
う

今
年
は

「
風
疹

(
ふ
う
し
ん
)
」
の

流
行
年
で
あ
る
こ
と
は
、
皆
さ
ん
新
聞

な
ど
で
ご
承
知
の
、
」
と
で
し
ょ
う
。

風
疹
は
、
三
日
ば
し
か
と
も
言
わ
れ

空
気
感
染
に
よ
る
小
児
伝
染
病
で
、
心

t: 

次
の
方
々
が
な
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

つ
つ
し
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。
(
二
月
二
十
九
日
現
在
)

えつ広報

初P
原

保
さ
ん踏
入
二
(
踏
入
)

さ
っ
さ
ん
大
手
一
(
大
手
町
)

小
林
新
太
郎
さ
ん
中
央
五
(
下
房
山
)

坂

木

多

賀

さ

ん

中
央
北
二
(
上
紺
屋
町
)

倉

沢

卯

太

郎

き

ん

築

地

吉

沢

栄

昌

さ

ん

御

所

熊

沢

せ

っ

き

ん

中
央
五
(
上
鍛
治
町
)

有

井

花

子

さ

ん

三

好

町

鈴

木

茂

代

さ

ん中
央
三
(
原
町
)

佐
藤

一(9)

配
の
な

い
も
の
で
す
が
、

自
分
で
も
気

づ
い
て
い
な
い
妊
娠
早
期
に
り
患
す
る

と
、
先
天
性
異
常
児
を
生
む
危
険
性
が

多
い
た
め
、
近
年
、
特
に
重
要
視
さ
れ

て
い
ま
す
。

出
産
を
予
定
さ
れ
る
人
は
、
血
清
検

査
を
受
け
て
、
自
分
の
免
疫
状
態
を
承

知
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

市
内
医
療
機
関
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

ハ
五

幸
夫
さ
ん

緑
が
丘
二
(
緑
が
丘
北
)

矢
ケ
崎
た
み
さ
ん大
手
二
(
丸
堀
)

斎

藤

と

り

き

ん

秋

和

中

沢

よ

し

の

き

ん

川

辺

町

山

崎

学

き

ん

神

科

山

口

小

林

孝

右

衛

門

き

ん

秋

和

山
寺
か
つ
め
さ
ん

中
央
西
二
下
紺
屋
町
)

中
曽
根
卓
一
き
ん
神
科
新
屋

清

水

和

衛

き

ん

天
神
三
(
南
天
神
町
)

宮

沢

周

子

さ

ん

上

吉

田

田

中

清

人

さ

ん

福

田

児
玉
ハ
ナ
ミ
さ
ん中
央
三
(
田
町
)

小
林
熊
市
郎
き
ん
常
磐
城
四
(
生
塚
)

宮
原
た
つ
よ
さ
ん
中
央
一
(
鷹
匠
町
)

宮

下

幸

雄

さ

ん

中
央
官
来
(
上
川
原
柳
町
)

茅
野
岩
太
郎
さ
ん

杉
山

八
八九

七八七
一四九

五七五
九

成
人
の
大
部
分
は
、
幼
小
児
期
に
感

染
、
発
病
す
る
か
、

一
部
発
病
し
な
い

で
免
疫
に
な
っ
て
お
り
、
り
患
す
る
こ

と
は
め

っ
た

に
あ
り
ま
せ
ん
が
、
「
は

し
か
」
と
違
い
二

O
%
前
後
の
成
人
女

子
は
、
り
患
を
免
れ
免
疫
が
な
い
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
人
達
は
、
風
疹
に
か
か
る
危
険

が
あ
る
の
で
、
予
防
注
射
が
必
要
で
す

ノ、

常
磐
城
三
(諏
訪
部
)

西

川

や

す

の

さ

ん

吉

田

柳

沢

良

一

さ

ん

上

塩

尻

田

中

り

う

き

ん
中
央
六
(
愛
宕
町
)

山

崎

敬

三

き

ん

神

科

山

口

栗

林

令

宣

き

ん

築

地

井

上

芳

一

き

ん

秋

和

北
村
よ
し
の
さ
ん
常
磐
城
四
(
生
塚
)

宮

沢

清

さ

ん

国

分

西

入

ナ

ツ

き

ん

緑
が
丘
三
(
緑
が
丘
西
)

山
崎
は
る
よ
さ
ん
中
央
北
一
(
新
田
)

白

石

元

一

郎

き

ん

大

屋

大

井

戸

三

鶴

さ

ん

築

地

春

原

よ

し

え

さ

ん

上

塩

尻

柄

沢

お

わ

か

さ

ん

倉

升

中

本

清

作

き

ん

御

所

小

胎

今

朝

登

さ

ん

福

田

田

中

俊

子

さ

ん

中

之

条

滝

沢

敏

子

き

ん
常
磐
城
四
(
生
塚
)

八八八七七
四五四八五

八七
二 O

五五六
一五六

七七九
五

七

が
、
今
年
は
、
ワ
ク
チ
ン
が
間
に
あ
わ

な
い
よ
う
で
す
。
(
上
田
市
医
師
会
提
供
)

本
年
度
実
施
す
る
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

の
受
診
者
を
は
握
す
る
た
め
、
四
月
一
日

好
き
ん
常
国
二
(
中
常
国
)

水
出
善
一
郎
さ
ん

天
神
四
(
南
天
神
町
)

中

村

彦

四

郎

き

ん

上

田

原

内
山
亀
久
男
さ
ん
み
す
ず
台
北

辰

谷

俊

こ

さ

ん
中
央
五
(
下
房
山
)

戸

谷

作

治

さ

ん

秋

和

山

口

満

さ

ん

川

辺

町

成

沢

国

代

き

ん

常
磐
城
二
(
諏
訪
部
)

斎

藤

太

郎

き

ん

下

塩

尻

柳

沢

伊

熊

き

ん

諏

訪

形

滝

沢

歳

次

さ

ん

金

剛

寺

斎

藤

茂

さ

ん
常
磐
城
三
(
諏
訪
部
)

田

中

豊

作

き

ん
常
国
二
(
北
常
田
)

棟

本

初

子

き

ん

院

内

角

谷

文

夫

き

ん
中
央
六
(
愛
宕
町
)

小

林

充

き

ん

中

吉

田

有

賀

安

代

き

ん

赤

坂

八
一八
五
七
一

江
口

八

O
七
八
一一一六
七
二

八七
O 八

八五
三
七
九
六
六
八
六
七
三
八
五
七
九
六
一

五
O

現
在
で
、
レ
ン
ト
ゲ

ン
世
楕
ム
ロ
帳
を
作

成
し
ま
す
の
で
、
配
布
し
た
台
帳
を
良

〈
読
ん
で
記
入
し
て
、
自
治
会
長
、
衛

生
部
長
さ
ん
に
提
出
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
は
、
結
核
予
防
法

に
よ
っ
て
必
ず
受
け
る
こ
と
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
「
自
分
の
健
康
は

自
分
で
守
り
ま
し
ょ
う
」

八

小
泉
み
き
さ
ん

小
山
ひ
ろ
き
ん

清
水
覇
雄
き
ん

瀬
志
本
い
ま
よ
さ
ん

大
井
り
ぢ
き
ん

清
水
当
き
ん

赤
羽
ま
き
じ
き
ん

塩
沢
ひ
き
の
さ
ん

清
水
イ
ソ
ミ
さ
ん

宮
沢
ふ
じ
め
き
ん

南
波
常
次
き
ん

山
極
は
る
よ
さ
ん

山
崎
良
義
き
ん

岡
田
き
よ
め
き
ん

等
々
木
正
人
さ
ん

山
崎
広
子
き
ん

中

島

は

る

さ

ん

宮
原
朋
一
郎
き
ん

小
林
と
り
の
さ
ん

和
田
茂
平
き
ん

峰
村
定
平
き
ん

石
井
栄
次
郎
さ
ん

一
大
手
一
(
末
広
町
)

フ
『

J
7
Z
"
w
Z

ヘ/
、
「
フ
一
一
レ
し
し

Jm戸
ヘ
ノ
》

i
t--

，f
 

七七七
一八四

中上八舞東東大手院院下下上上上上浦 小仁小
小木前前 室室室室室室岡古
組島沢田山山湯塚内内賀賀賀賀賀賀野 泉田泉

六六五
九九一

七八六六
O 一七四

六
五

七
五
五
六

五七四
ハ二五

八八九六八三六八七六八七八八七八九八七七八
四六一三四三八二一六五五 00四八四六四八二

七
六
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毎日出るゴミを見直そう

むだなゴミを出さない運動に協力を

資
源
活
用
推
進
本
部
(
本
部
長
石
井
市
長
)
が
実
施
し
て
い
る
「
む
だ
を
な
く

し
物
を
生
か
す
市
民
運
動
」
の
一
つ
「
む
だ
な
ゴ
ミ
を
出
さ
な
い
運
動
」
を
市
民

の
皆
さ
ん
に
実
行
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
収
集
車
が
集
め
て
く
る
ゴ
ミ
の
処
理

方
法
な
ど
を
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
再
資
源
と
し
て
活
用
で
き
る
物
の

取
り
扱
い
、
ゴ
ミ
の
出
し
方
な
ど
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

現
在
、
人
間
の
あ
ら
ゆ
る
活
動
、
生
産
、
流
通
、
消
費
な
ど
す
べ
て
の
過
程
か

ら
ゴ
ミ
が
排
出
さ
れ
、
し
か
も
年
々
ゴ
ミ
の
排
出
量
は
増
加
し
、
こ
の
ま
ま
の
状

態
が
続
け
ば
、
や
が
て
人
間
も
地
球
も
ゴ
ミ
の
山
に
の
み
こ
ま
れ
、
地
球
を
支
配

す
る
の
は
、
ネ
ズ
ミ
と
巨
大
な
ゴ
ミ
の
山
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

人
聞
が
生
み
だ
し
た
物
は
、
人
聞
が
真
剣
に
考
え
処
理
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

上
田
市
で
も
四
十
三
年
か
ら
ゴ
ミ
処
理
に
つ
い
て
真
剣
に
取
り
組
み
、
研
究

に
研
究
を
重
ね
、
ゴ
ミ
の
焼
却
処
理
、
危
険
物
処
理
な
ど
全
国
で
も
優
秀
な
処

理
場
で
あ
る
と
固
か
ら
も
推
奨
さ
れ
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
研
究
さ
れ
た
処
理
に
よ
り
、
危
険
物
は
こ
ま
か
く
『
分
類
さ
れ
、
七
O
%

が
再
資
源
と
し
て
生
れ
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
在
は
焼
却
炉
で
処
理
さ

れ
て
い
る
、
一
般
に
ご
み
と
言
わ
れ
る
可
燃
物
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
も

焼
却
す
る
前
に
細
『
分
類
す
る
こ
と
に
よ
り
再
資
源
と
し
て
活
用
で
き
る
こ
と
が

『
分
か
っ
て
い
ま
す
。

で
は
、
皆
さ
ん
が
出
さ
れ
る
「
ゴ
ミ
」
と
言
わ
れ
る
物
の
処
理
に
つ
い
て
い
ろ

い
ろ
知
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

可
燃
性
の
ゴ
ミ
は

良
く
分
類
、
こ
ん
包
し
て

収
集
場
所
へ

一
般
に
ゴ

ミ
と
言
わ
れ
る
も
の
に
は

可
燃
性
の
ゴ
ミ
(
以
下
ゴ
ミ
と
い
う
)

と
不
燃
性
の
ゴ
ミ

(
以
下
危
険
物
と
言

う
)
が
あ
り
、
市
で
は
、
ゴ
ミ
と
危
険

物
を
分
け
て
収
集
し
て
い
ま
す
。

市
内
か
ら
で
る
ゴ
ミ
は
、
四
十
九
年

一
万
九
千
百
九
十
六
ト

ン
、

(
総
排
出

口
位
の
八
六
・

五
%
)
、
二
ト
ン
ト
ラ
y

ク
に
九
千
六
百
台
分
か
排
出
さ
れ

て
い

本
干
す
ι

。

ビ
ン
、
ガ
ラ
ス
、
金
属
類
は

ー
ヵ
ー
ご
と
に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

メ
ー
カ
ー

へ
、
ま
た
、
割
れ
た
ビ

ン、

ガ
ラ
ス
類
は
、
色
分
け
を
し
ビ

ン
工
境

収
集
場
所
に
集
め
ら
れ
た

4
司

無

整

理

の

ゴ

ミ

の

山

五
%
、
厨
芥

(
ち
ゅ
う
か
い

)
類
三
五

%
、
繊
維
知
一
六
・
五
%
、
そ
の
他
一

O

%
と
な

っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
弁
収
集
場
所
に
出
さ
れ
る

ゴ
ミ
は
、
紙
如
、
厨
芥
知
、
繊
維
類
な
ど

ご
ち

ゃ
ご
ち

ゃ
と

一
特
に
、
き
た
な
い

物
を
あ
つ
か
う
よ
う
に
手
を
は
ぶ
い
た
、

雑
な
ま
と
め
方
で
出
き
れ
て
い
る
の
で

焼
却
す
る
以
外
方
法
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ゴ
ミ
は
、
本
当
に
き
た
な
い
物
な
の

で
し
ょ
う
か
。
家
庭
で
楽
し
く
食
事
し

た
残
物
、
紙
コ

ッ
プ
、
新
ふ
る
し
た
洋

服
類
、
読
み
終
っ
た
新
聞
、
雑
誌
、
商

品
の
包
装
紙
等
々
・
:
・
・
一
つ
一
つ

を
見
る
と
持
さ
ん
が
思

っ
て
い
る
ほ
ど

ー
ミ
ど
れ
ん

e.u
い
品
刊

L
'l

HU市
&
h
H
1
ま他
事
件
、
l
化

ガ
ラ
ス
工
場
へ
資
源
と
し
て
送
り
ま
す
c

金
属
類
(
カ
ン
類
、
家
屯
製
品
、
自
転

単
類
、

ト
タ
ン
類
)
は
、
プ
レ

ス
し
て

「
き
た
な
い
物
」
を
出
す
の
で
は
な
く

「
い
ら
な
く
な
っ
た
物
」
を
処
理
す
る
と

巧
え
て
、
収
集
場
所
へ
出
す
時
も
肉
分

の
部
屋
を
務
理
す
る
れ
持
で
、
紙
如
、

厨
芥
知
、
繊
維
矧
な
ど
に
分
鎖
し
て
、

収
集
中
に
桁
み
や
す
い
よ
う
小
さ
く
こ

ん
包
し
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

分
類
さ
れ
て
収
集
で
き
れ
ば
、
紙
類

や
繊
維
矧
は
、
回
収
業
者
に
引
き
取
ら

れ
再
資
源
と
し
て
活
用
さ
れ
る
で
し
ょ

う
。

こ
の
よ
う
に
廃
棄
物
(
ご
み

)
は

再
資
源
と
し
て
川
用
で
き
る
物
が
か
な

り
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
生
か
す
に
は
、
市
民
一
人
一

人
が
い
か
に
細
か
く
分
顕
し
て
、
以
集

場
所
に
出
せ
る
か
に
か
か

っ
て
い
る
と

言、
え
ま
す
。

(雨天29日) i 

4月25日(日)

資源活用広場
市役所駐車場で開催



と
不
燃
性
の
ミ

一
つ
)
が
あ
り
、
市
で
は
、
ゴ
ミ
と
危
険

物
を
分
け
て
収
集
し
て
い
ま
す
。

第3種郵便物認可

ビ
ン
、
ガ
ラ
ス
、
金
属
類
は

資
源
と
し
て
再
び
市
場
へ

危
険
物
減
量
シ
ス
テ
ム
が
威
力

市
内
か
ら
で
る
危
険
物
は
、
四
十
九

平
二
千
九
百
七
ト
ン

(総
排
出
量
の
一

三
・
五
%
)
、
二
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
に
千
四

百
五
十
台
分
が
排
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

危
険
物
は
、
各
種
の
ビ
ン
・
カ
ン
類

家
屯
製
品
、
自
転
車
類
、

ト
タ

ン
な
ど

雑
多
な
物
が
あ
り
、
こ
の
中
に
は
、
有

効
に
再
資
源
化
で
き
る
物
が
か
な
り
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
再
資
源
化
で
き
る
物
を
い
か
に

効
率
よ
く
活
用
さ
せ
る
か
、
市
は
、
研

究
を
重
さ
ね
た
結
果
、
四
十
三
年
か
ら

危
険
物
減
量
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し

た。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
収
集
さ
れ
た
危

険
物
の
中
か
ら
、
割
れ
て
い
な
い
ヒ
ン

(
ビ
l
ル
、
ウ
イ
ス
キ
ー
、
酒
ビ
ン
等
)

で
再
利
用
で
き
る
物
を
抜
き
出
し
、
メ

ク
に
九
千
六
百
台
分
が
排
出
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
ゴ
=
、
町
は
、
紙
類
三
八
・

ー
カ
ー
ご
と
に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

メ
ー
カ
ー
へ
、
ま
た
、
割
れ
た
ビ
ン
、

ガ
ラ
ス
類
は
、
色
分
け
を
し
ビ

ン
工
場
、

を
見
る
と
皆
さ
ん
が
思
っ
て
い
る
ほ
ど

「
き
た
な
い
物
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん。

ガ
ラ
ス
工
場
へ
資
源
と
し
て
送
リ
ま
す
z

金
属
類
(
カ
ン
類
、
家
電
製
品
、
自
転

車
類
、
ト
タ
ン
類
)
は
、
プ
レ
ス
し
て

製
鉄
工
場
へ
送
る
方
法
で
す
。

こ
の
方
法
は
、
市
が
業
者
に
委
託
し

て
行
っ
て
い
ま
す
が
、
収
集
さ
れ
た
危

険
物
の
七
O
%
が
再
資
源
と
し
て
生
か

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
作
業
が
円
滑
に
で
き
る
よ
う
、

市
民
の
皆
さ
ん
も
、
ビ
ン
類
、
ガ
ラ
ス

類
、
金
属
類
に
分
類
し
、
収
集
し
や
す

い
よ
う
こ
ん
包
し
て
収
集
場
所
に
出
す

よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

企
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
処
理

さ
れ
る
危
険
物

‘っ

つH
H
J
H
H刈
H
H
U
H
HH
H
H
t
H
HH
N
H
H
H
H
1
H
HH
H
H日
H
4川
H
日
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H日
H
HH
H
H
H
H
U
H
H
H
H
H
HH
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
4川
H
H
H
H
H
H
H日
H

U

H

H

H

e

1

J

長

一

プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
包
装
は
、
持
ち
運
包
装
が
不
用
と
な
り
廃
棄
処
理
す
る
と
一
緒
に
収
集
さ
れ
焼
却
さ
れ
て
い
ん
が
、
見
ば
え
や
便
利
さ
だ
け
で
な

一

一ペ

一

び
の
便
利
さ
や
、
見
た
目
の
良
さ
か
と
き
に
表
面
化
し
ま
す
。

る
物
も
か
な
り
あ
り
対
策
に
苦
慮
し
く
「
む
だ
を
な
く
し
、
物
を
生
か
す
一
一

世
h

・
、
ご
く
自
然
に
、
な
ん
の
抵
抗
も
上
田
市
の
場
合
、
土
に
環
元
す
る
て
い
ま
す
。

市
民
運
動
」
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、

一一

-
一一
一

一

な
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
は
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
大
部
分
が
ま
だ
、
年
々
、
こ
の
種
の
廃
棄
物
が
販
売
方
法
と
購
入
方
法
を
も
う
一
度

一一

一

一一

い
ろ
い
ろ
の
問
題
が
含
ま
れ
て
い
ま
清
掃
事
務
所
へ
収
集
さ
れ
ま
す
。
清

増
加
し
、
こ
の
処
理
に
要
す
る
経
費
考
え
な
お
し
ま
し
ょ
う
。

一

一

一

一

す

。

(

こ

れ

は

、

包

装

材

の

み

に

限

包

装

材

料

が

、

古

新

聞

に

な

っ

た

一

一

一

て
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
全
部
が

落

葉

均

凡

一

里

こ

雪

量

ら
、
家
庭
の
古
新
聞
な
ど
が
有
効
に
一

一

一
含
ま
れ
ま
す
が
)

民

間

リ

ミ

ヨ

時

T
h
I
P
工
EF--v
ゴ
I
F
m

利
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
購
入
商

一

一

一

ま

ず

、

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

包

装

の

と

口

問

代

金

も

、

一

部

、

税

の

負

担

も

軽

一

一

一

品

わ

れ

る

ビ

ニ
ー
ル
フ
ィ
ル
ム
に

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

包

装

を

考

え

る

滅
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
っ
。

一

-一
一

一

一一

は
、
大
部
分
が
、
カ
ド
ミ
ュ

l
ム
な

「
む
だ
を
な
く
し
物
を
生
か
す
市

一

一

一一

ど
い
ろ
い
ろ
な
有
害
物
質
が
含
ま
れ
掃
事
務
所
で
は
、
焼
却
し
た
く
と
も
も
相
当
な
も
の
で
す
。

民
運
動
」
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
実

一

一

一
一
て

い
る
こ
と
、
現
在
の
科
学
技
術
で
含
有
す
る
有
害
物
質
に
よ
り
大
気
が

以
上
の
こ
と
か
ら
、
購
入
商
品
代
際
に
行
動
す
る
こ
と
に
よ
り
、
成
果
一

一

一一

は
土
に
還
元
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
汚
染
さ
れ
る
の
で
、
現
在
、
不
燃
物
金
だ
け
で
な
く
、
一
部
、
税
の
負
担
と
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
お
互

一一

一

一

い
事
な
ど
で
す
。

と
し
て
破
砕
し
、
埋
立
処
理
し
て
い
し
て
も
皆
さ
ん
に
は
ね
返
り
ま
す
。

い

よ
り
よ
い
街
づ
く
り
を
目
指
し
、

一一

仙

一

こ
の
問
題
点
が
、
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク

ま

す

が

、

ま

だ

紙

類

な

ど

の

可

燃

物

そ

こ

で

販

売

庖

や

消

費

者

の

皆

き

み

ん

な

で

協

力

し

ま

し

ょ

う

。

一

一

t: え

-・・.........・・

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
は

危
険
物
と
し
て

出
し
ま
し
ょ
う

プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
類
は
、
燃
、
え
や
す
い

物
で
す
が
、
こ
れ
を
燃
や
す
と
大
気
を

汚
染
し
ま
す
の
で
、
危
険
物
と
し
て
出

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
市
で
は
、
こ

れ
ら
を
破
砕
し
て
埋
立
処
理
を
行

っ
て

い
ま
す
。

〔
登
録
さ
れ
た
主
な
品
物
〕

冷
蔵
庫
、
ミ
シ
ン
、
ガ
ス
風
呂
、

流
し
台
、
自
転
車
(
子
供
、
大
人

も
の
)
、
バ
イ
ク
、
電
気
温
水
器

電
子
レ
ン
ジ
、
電
気
が
ま
、
応
接

セ
ッ
卜
、
贈
答
品
、
衣
類
な
ど
い

ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

、‘1
/

け

肢

ト

ぞ

れ

仰
ゆ
一
町
田

品
せ
夕
、
も
引

用

つ

に

録

お

不
あ
・
ノ
登
り

希
望
者
は
、
資
源
活
用
推
進
本
部

事
務
局
(
市
民
謀
生
活
係
)
ま
で
、
屯

話
な
ど
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
不
用

品
や
譲
っ
て
も
良
い
品
物
が
あ
っ
た

ら
、
電
話
な
ど
で
事
務
局
へ
登
録
す

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

(
宮
⑫

四
一

O

O
内
線
二
七
六
有
線
②
O
七

O

二
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最
近
、
青
少
年
の
シ
ン
ナ
ー
遊
び
、

万
引
き
、
不
純
異
性
交
遊
な
ど
身
近
な

所
で
お
き
た
事
件
が
新
聞
な
ど
で
報
道

さ
れ
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
事
件
は
、
ほ
ん
の
氷

山
の
一
角
に
過
ぎ
ま
せ
ん
し
、
市
内
で

も
こ
れ
ら
の
問
題
を
お
こ
す
お
そ
れ
が

あ
る
と
見
ら
れ
る
不
良
行
為
に
浸
っ
て

い
る
青
少
年
が
、
か
な
り
の
数
に
の
ぼ

っ
て
い
ま
す
。

上
田
市
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
が
ま
と

め
た
、
不
良
行
為
街
頭
補
導
状
況
に
よ

る
と
、
昨
年
一
年
間
で
五
百
二
十
三
人

が
補
導
を
受
け
て
い
ま
す
。

行
為
別
に
み
る
と
、
喫
煙
(
河
人
)

夜
遊
び
(
“
人
)
、
怠
学
、
不
良
交
遊

(
各
犯
人
)
な
ど
と
な
っ
て
お
り
、
一

歩
間
違
、
え
ば
刑
事
事
件
に
直
結
す
る
可

能
性
が
少
年
補
導
委
員
の
日
誌
か
ら
も

伺
え
ま
す
。

ハ

υ同
月
ハ

υ口
μ

t: えヴ広報

月16日

み
ん
な
の
.
ヘ
l
.シ

午
後
五
時
四
十
分
、
千
曲
川
原
の
草

む
ら
の
か
げ
で
高
校
生
二
人
が
タ
バ

コ

保存指定樹NO.9(幹周2.21)
諏訪部丸山瑛ーさん所有のクヌギ

ト
か
っ
こ
よ
く
て
、
ス
リ
ル
が
あ
る
」

と
の
答
、ぇ
、
タ
バ
コ
の
害
と
も
っ
と
青

年
ら
し
い
こ
と
を
す
る
こ
と
の
大
切
さ

を
話
す
と
、
や
め
て
も
い
い
と
い
う
。

案
外
す
な
お
な
二
人
だ
っ
た
。
た
ば
こ

を
受
け
取
っ
て
「
し
っ
か
り
や
れ
よ
」

と
い
っ
て
別
れ
た
。
こ
の
前
の
高
三
の

子
は
ひ
ど
か
っ
た
「
い
ら
ぬ
お
世
話
だ

う
ん
ぬ
ん
」
と
い
っ
て
、
た
ば
こ
の
箱

を
投
げ
つ
け
て
逃
げ
ら
れ
た
時
と
比
べ

て
今
日
は
う
れ
し
か
っ
た
。

O
月

O
日

こ
ん
な
に
遅
く
な
る
ま
で
州
宅
せ
ず

に
い
る
、
高
校
生
男
女
二
人
に
諏
訪
形

神
社
で
会
う
。
学
校
帰
り
ら
し
い
。
家

青
少
年
の
不
良
化
防
止
は

家
族
の
温
か
い
心
で
・
:

街
に
は
悪
の
温
床
が
い
っ
ぱ
い

を
吸
っ
て
い
る
。
近
づ
い
て
も
知
ら
ぬ

顔
、
見
れ
ば
、
ぎ
こ
ち
な
い
手
つ
き
で

何
か
虚
勢
を
張
っ
て
い
る
感
じ
、
腰
を

お
ろ
し
て
話
か
け
た
。
「
こ
の
場
所
へ

よ
く
来
る
の
」
「
い
つ
か
ら
タ
バ
コ
を

吸
い
は
じ
め
た
の
、
吸
う
こ
と
を
ど
う

感
じ
て
い
る
の
」
な
ど
た
ず
ね
る
と
、

「
時
々
来
る
が
、
こ
こ
で
吸
う
の
は
初

め
て
」
「
三
、
四
回
吸
っ
た
。
友
達
に

誘
わ
れ
た
の
が
始
め
、
う
ま
く
な
い
し

よ
い
こ
と
と

L
思
わ
な
い
¥
「
チ
ョ

ッ

の
人
の
身
に
な
っ
て
、
つ
ま
ら
ぬ
遊
び

は
や
め
て
早
く
帰
る
よ
う
注
意
し
、
こ

れ
か
命
の
自
分
の
態
度
に
責
任
を
持
ち

規
律
あ
る
生
活
を
す
る
よ
う
言
い
聞
か

せ
た
。

上
田
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
の
委
嘱
を

受
け
た
少
年
補
導
委
員
の
皆
さ
ん
五
十

名
は
、
そ
れ
ぞ
れ
受
け
持
ち
区
域
を
定

期
的
に
巡
回
し
不
良
行
為
の
防
止
と
補

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
内
三

十
二

の
自
治
a

全
に

L
上
田
市
青
少
年
健

、
時

J

全
育
成
会
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
、
青
少

年
に
良
い
遊
び
を
指
導
し
た
り
、
映
画

会
や
ハ
イ
キ
ン
グ
、
野
球
一排
球
大
会
な

ど
を
行
い
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
努

力
き
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
青
少
年
の
不
良
化
を
防
ぐ

に
は
、
家
族
ぐ
る
み
で
話
し
合
、え
る
中

に
も
、
厳
し
き
が
あ
る
温
か
い
家
庭
が

必
要
で
す
。

不
良
化
は
、
過
保
護
で
あ
り
、
放
任

主
義
の
家
庭
い
か
温
床
と
な

っ
て
い
る
場

合
が
多
い
よ
う
で
す
。

家
庭
で
も
、
ふ
だ
ん
と
変
っ
た
、
次

め
よ
う
な
態
度
が
み
え
た
ら
、
温
か
い

心
で
接
し
、
相
手
の
気
も
ち
に
な
っ
て

相
談
に
の
り
、
や
さ
し
く
指
導
し
ま
し

トみ
、「〆
。

マ
う
そ
を
つ
い
た
り
、
お
ち
つ
き
が
な

マ
不
良
じ
み
た
友
達
が
た
ず
ね
で
き
た

り
、
コ
ソ
コ
ソ
電
話
を
か
け
る
。

マ
行
き
先
も
言
わ
ず
外
出
し
た
り
、
夜

遊
び
ゃ
外
泊
が
多
い
。

マ
い
つ
も
イ
ラ
イ
ラ
し
て
、
親
や
家
族

の
者
に
乱
暴
し
た
り
、
口
答
え
す
る
。

マ
カ
バ
ン
や
紙
袋
に
着
が
え
な
ど
を
入

れ
て
持
ち
歩
く
。

マ
い
か
が
わ
し
い
本
な
ど
隠
れ
て
読
む

マ
隠
語
を
つ
か

っ
た
り
、
こ
と
ば
っ
か

い
が
荒
い
。

マ
理
由
を
つ
け
て
は
、
学
校
や
勤
め
な

ど
か
ら
お
そ
く
帰
る
。

マ
オ
ー
ト

バ
イ
や
車
に
夢
中
に
な
り
、

夜
間
に
乗
り
ま
わ
す
。

ご
寄
付
お
礼

マ
上
原
ト
シ
子
様
(
材
木
町
二
、
装

飾
品
福
俵
と
手
マ
リ
、
ケ
ー
ス
入
、

市
長
室
装
飾
用
と
し
て
。

マ
し普上
て通因
。乗市

用任
車意
パ共
ン済
、推

庁進
用協
自議
動会
車様
と

マ
柄
沢
き
と
様
(
本
郷
)
、
二
十
万
円

報
恩
寮
施
設
資
金
と
し
て
。

マ
三
輪
善
方
様
(
別
所
温
泉
)
、
四
万

円
、
報
恩
寮
施
設
資
金
と
し
て
。

マ
花
岡
か
っ
、
ぇ
様
(
中
央
一
ニ
)
、
五
十

万
千
八
百
八
十
五
円
、
報
恩
寮
施
設

資
金
と
し
て
、

マ
国
分
保
育
園
第
一
回
保
護
者
会
様
、

ス
テ
ー
ジ
カ
ー
テ
ン
、
国
分
保
育
園
~

マ
塩
田
中
央
保
育
園
保
護
者
会
様
、
レ

コ
ー
ド
プ
レ
ー
ヤ
ー
一

一
台
、
電
池
時

計
一
台
、
塩
田
中
央
保
育
園
へ
。

マ
削
岩
鼻
建
材
様
、
姿
見
一
台
、
勤
労

青
少
年
ホ

l
ム
着
物
教
室
用
と
し
て
。

マ
田
中
利
男
様
(
中
之
条
)
、
土
地
九

十
六
・
六
七
五
平
方
メ
ー
ト
ル
、
中

之
条
同
和
地
区
集
会
場
用
地
と
し
て
。

マ
東
部
保
育
園
保
護
者
会
様
、
園
児
用

整
理
引
き
出
し
、
東
部
保
育
園
、
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